
魅⼒ ある

  短期留学プログラム を

12.7 
           九州⼤学 FD・SD オープンセミナー 

〜各部局での 学⽣派遣・留学⽣受⼊れ 促進に向けて〜 

九州⼤学 伊都キャンパス 
稲盛財団記念館・稲盛ホール（1Ｆ） 

全教職員（学内外問わず） 15：00～17：30 

（⽊） 

カリフォルニア⼤学の取り組み紹介

九州⼤学の全学対象短プロ事例紹介 

意⾒交換・相談・懇親会、など。 

CONTENTS: 

対象： 

場所： 

    共催: 国際交流推進室・SHARE オフィス・留学⽣センター 

問い合わせ: 九州⼤学国際交流推進室 
Tel: 092‐802‐2214 / Fax: 092‐802‐2286 / e‐mail: intlkkaigai@jimu.kyushu‐u.ac.jp 

つくる。



【参考】 
＜当日プログラム(予定)＞ 

 
15:00 開会挨拶及び本学における短期プログラム概要の説明 

            渡邊公一郎（国際交流推進室長）         【5 分】 
 
15:05 基調講演 「カリフォルニア大学学生派遣プログラムの運営について」 

カリフォルニア大学東京スタディーセンター高橋香世氏【30 分】 
                     

カリフォルニア大学は 10 校のキャンパスを有する研究重視の州立 
大学であり、キャンパスの国際化、多様性を進めるため、交換留学プ 
ログラムに力を入れていることでも知られています。 
大学全体では、年間 5,500 人を超えるカリフォルニア大学生が協定 

に基づいた交換留学プログラムに参加しており、2020 年までにはその 
数を年間 1 万人とすることを目標に掲げています。 

日本の受入れ窓口である東京スタディセンターでは、カリフォルニア 
大学生の受入れ業務を担当。 

 
 
15:35 事例紹介 【進行：肥後裕輝 教授（留学生センター）】 

         ①学生派遣の事例「ケンブリッジ大学英語・学術研修」（仮称）  
           鈴木右文 教授（言語文化研究院）        【15 分】 

②学生受入・派遣の事例「アジア太平洋カレッジ」（仮称）   
           波潟 剛 准教授（ｱｼﾞｱ太平洋ｶﾚｯｼﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ） 【15 分】 

 
質 疑 応 答                      【10 分】 
休     憩                   【15 分】 
③学生受入の事例「グローバルリーダー養成プログラム」（仮称）  

           姜 益俊 准教授（留学生センター）            【15 分】 
④学生の派遣意気高揚のための取組紹介「世界が仕事場」（仮称」    

           生田 博子 准教授（留学生センター）         【15 分】 
⑤危機管理に関する事例紹介「セブン・ステップス」（仮称）    

           肥後裕輝 教授（留学生センター）         【15 分】 
質 疑 応 答                          【10 分】 

   
17:25 総  括   緒方一夫（副学長）                      【5 分】 

 
17:30 情報交換会（会場横ロビー）                【1 時間程度】 

 
 

以  上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




